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AM用素材のご紹介 
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結晶性熱可塑性樹脂 

融点        ： ２８０℃   ガラス転移点           ： 約９０℃   

5%重量減少温度  ： 約４８０℃   吸水率(23℃水中24時間)  ： ０．０２％            

特長 
・高強度、高剛性、耐疲労性、耐クリープ性を持つ 

・長期耐熱性に優れる (UL温度インデックス200～240℃) 

・耐薬品性が極めて良好 （フッ素樹脂に次ぐ耐薬品性） 

・難燃剤を配合せず、ＵＬ９４ Ｖ-０達成 

・電気特性が良好 

・寸法安定性が良好 

・高温、高湿度下でも優れた物性を有する 

構造 ：  
ｎ 

ｐ－ジクロロベンゼンと硫化ナトリウムを主原料 

Ｓ 

長期耐久性 

難燃性 

高強度 

PPS(Polyphenylene sulfide) 

PPS樹脂とは？ 
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 PPS樹脂の耐薬品性 

※常温溶剤下での耐薬品性 

溶剤 PPS PEEK PA6 PA12 

苛性ソーダ ○ ○ ○ ○ 

濃塩酸 ○ ○ × × 

トルエン ○ ○ ○ ○ 

アセトン ○ ○ △ ○ 

ＮＭＰ ○ ○ × × 

エチレングリコール ○ ○ ○ ○ 

ガソリン・グリース類 ○ ○ ○ ○ 

【バルク材料成形品での耐薬品評価】 
○：形状の変化なし 
△：形状維持しているが一部変形あり 
Ｘ：溶解もしくは変形あり 

※出典：プラスチック事典、floncemical耐薬品データ 
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 樹脂比較表 

：東レ製品 

<結晶性> <非晶性> 

超耐熱ポリマー 
(スーパーエンプラ) 

耐熱ポリマー 
(エンプラ) 

汎用ポリマー 

150℃ 

100℃ 

LCP 

PPS 

POM 

PBT 

ナイロン 

PI 
PAI 

ABS PP 

PC 

mPPE 

PEEK 

耐熱性 
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（１）トレミル®PPSとは 

（２）特徴 

独自のポリマー設計技術により、粉末床溶融結合造形（ＰＢＦ方
式）に最適な流動性やポリマー特性等を有するＰＰＳ樹脂パウダー 

Ａ．均一な粒度分布（Ｄ５０＝５０μｍ程度） 

Ｃ．ラインアップとリサイクル性 

粒度分布 

ＳＥＭ写真 

３Ｄプリンタ対応トレミル®PPS 

Ｂ．良好な粉体流動性 

ラインアップ リサイクル性 

（１）非強化ＰＰＳ リサイクル可能（リサイクル率８０％（推奨）） 

（２）ガラスファイバー（ＧＦ）２５％強化ＰＰＳ リサイクル可能（リサイクル率７０％（推奨）） 

（３）カーボンファイバー（ＣＦ）３０％強化ＰＰＳ バージン材造形（リサイクル不可）※リサイクル性向上検討
中 
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測定項目(X-Y方向) 単位 
PPS PA12(絶乾) 

非強化 GF強化(25%) CF強化(30%) 非強化 
造形材料 ー MIX材 MIX材 ﾊﾞｰｼﾞﾝ MIX材 

引張 
強度 MPa 49 65 87 48 
伸び % 2.2 2.3 1.0 14.5 
弾性率 GPa 2.8 2.9 ー ー 

曲げ 
強度 MPa 63 104 123 61 
弾性率 GPa 1.8 3.8 8.6 1.4 
ひずみ % 3.3 2.4 － 15.3 

シャルピー衝撃強度 kJ/m2 － － 2.5 － 
密度 g/cm3 1.22 － 1.38 0.99 

荷重たわみ温度 
(フラットワイズ、 1.82MPa) ℃ 123 237 247 100 

線膨張係数 
(-40～200℃) 

X方向 ×10-5/K 7.0 3.8 1.1 － 
Y方向 ×10-5/K 7.1 5.4 3.4 － 

融点 ℃ 280 170 
結晶化温度 ℃ 190 144 
難燃性 UL V-0相当 － 

各品種物性比較表 

上記ﾃﾞｰﾀは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 
※MIX材=造形材料：バージン材とリサイクル材の混合品 
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X 

Y 

Z 

X 

Y 

Z 

X 

Y 

Z 

【①XY】 
【③XZ】 

【②YX】 【④YZ】 
【⑤ZX】 【⑥ZY】 

積層面 

※MIX材：バージン：リサイクル＝２：８ 

ローラ方向 

上記ﾃﾞｰﾀは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

強度異方性 

材料 PPS (非強化) ※MIX材 
造形方向 ①XY ②YX ③XZ ④YZ ⑤ZX ⑥ZY 

物性値 引張強度 MPa 49 49 45 50 41 41 
引張伸び率 ％ 2.2 2.2 2.1 2.2 1.9 1.9 
引張弾性率 GPa 2.1 1.3 2.0 1.8 1.6 1.8 
曲げ強度 MPa 63 66 77 74 65 64 
曲げ弾性率 GPa 3.3 3.1 3.6 3.6 3.4 3.4 
曲げひずみ % 1.8 1.8 1.9 1.8 1.8 1.8 
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 強度異方性 

※バージン材：バージン100%（リサイクル検討中） 
上記ﾃﾞｰﾀは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

材料 炭素繊維強化 (CF30%) PPS ※バージン材 
造形方向 ①XY ②YX ③XZ ④YZ ⑤ZX ⑥ZY 

物性値 引張強度 Mpa 87 58 82 54 26 26 
引張伸び率 ％ 1.0 1.2 1.0 1.3 0.9 0.9 
曲げ強度 Mpa 123 88 111 76 33 36 
曲げ弾性率 Gpa 8.6 5.4 7.9 4.3 2.3 2.1 
衝撃強度 kJ/m2 2.5 2.1 2.8 2.4 1.2 1.2 

材料 GF強化(GF25%)PPS ※MIX材 
造形方向 ①XY ②YX ③XZ ④YZ ⑤ZX ⑥ZY 

物性値 引張強度 MPa 65 52 - - - 30 
引張伸び率 ％ 2.3 1.9 - - - 1.2 
引張弾性率 GPa 2.9 2.6 - - - 2.3 
曲げ強度 MPa 104 90 - - - 76 
曲げ弾性率 GPa 3.8 3.6 - - - 4.0 
曲げひずみ % 2.4 2.4 - - - 1.9 

※MIX材：バージン：リサイクル＝３：７ 
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研磨加工可能 

想定用途例 

ダクト、吹出口、ブラケット、スロットルボディ ターボチャージャー 

ケーシング、インペラ 冷却配管 

ＰＰＳ＋ＧＦ ＰＰＳ＋ＣＦ 

ＰＰＳ＋ＧＦ ＰＰＳ＋ＧＦ 

①分割構成の部品や複数部位からなる部品を耐熱材料で一体で作製することが可能 
②３Ｄならではの形状が造形可能＋試作開発のスピードＵＰ 
③樹脂化による軽量化が可能（金属部品対比 重量▲３０～▲５０％程度） 
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特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

（１）航空・宇宙、鉄道（試作、最終部品）   

＜試験方法：UL94V＞ 
 

試験片厚み(mm) 結果 

0.49t V-0 

0.68t V-0 

0.95t V-0 

1.75t V-0 

2.26t V-0 

難燃性が必須である航空・宇宙用途へ展開が可能 

想定用途： ブラケット、 
       各種ハウジング部品 
 
難燃性証明済み 
（目本鉄道車両機械技術協会） 

難燃性 

小Ｌｏｔ最終部品への展開が可能 

PPS特性からの用途展開 
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（２）インペラー（試作（流路最適化検討）、最終部品） 

流動液体：温水（60℃、80℃） 
        機械潤滑油など 

高温流体での機能性評価が可能 

耐熱水性、耐薬品性 

産業用ポンプインペラー 自動車用インペラー 

PPS特性からの用途展開 
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特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

破断圧力 
(MPa) 

Ｔ管 
(接合部研磨） 

Ｌ管 
(接合部研磨) 

３D造形物 非強化PPS 5.8MPa 5.4MPa 

射出成型 GF強化 7.0MPa - 

射出成型 GF+ｴﾗｽﾄﾏｰ 12.0MPa - 

加圧 
ポンプ 

水 

シール栓 

試験片 

【圧力破壊試験】  【実測値】 

（３）水周り／配管（試作、最終部品） 

水周り継ぎ手 
・チーズ 
・エルボー 
・ソケット 他 

試作品：活用可能 
最終部品（小Ｌｏｔ品）：形状最適化で活用可能 

耐熱水性 

高温流体での機能性評価が可能 

PPS特性からの用途展開 
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（４）医療機器分野 

医療用途でのニーズ PPS樹脂の特徴 想定用途 

金属代替 
軽量化 

デザインの自由度 

優れた耐熱性 
（長期連続使用可能温度：

200℃以上） 
 DTUL：260℃以上) 

優れた耐薬品性 
（200℃以下でPPSを 
溶解する溶媒無し） 

優れた耐加水分解性 
（蒸気・熱水への耐性） 

繰り返し 
オートクレーブ滅菌 
（ガンマ線、電子線） 
に対する耐久性 

各種薬剤への 
耐薬品性  

滅菌器具 

クロマトグラフィー
部品 

バイオハザード 
対策機器・部品 

医療用器具 
（ポンプ、 

ハウジング、 
筐体 等） 

PPS樹脂の生体適合性確認は未実施であり、生体と直接接触しない 
装置や器具への適用を想定 

耐加水分解性 

小Ｌｏｔ最終部品への展開が可能 

PPS特性からの用途展開 
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- 金属3Dプリンティング 
- 精密加工 

- PPSパウダー 
- 樹脂による軽量化 
- 樹脂3Dプリンティング 

- 素材、造形物のあらゆる分析 

- シミュレーション（３Ｄ-ＴＩＭＯＮ） 
- 設備開発 
- 検査装置 

素材 

分析 造形 

東レ株式会社 

東レ・プレシジョン株式会社 

株式会社東レリサーチセンター 

東レエンジニアリング株式会社 

東レＧ連携による総合的な顧客課題解決 

今後の材料開発展開やビジネスビジョン 
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 PPS－３D造形物 各種詳細データ 

１．強度 
 １）温度依存性 （非強化PPS：XY方向） 
   ①引張強度 
   ②曲げ強度 
   ③曲げ弾性率 
２．耐熱性 
３．線膨張係数 
４．難燃性（非強化PPS／UL、GF強化PPS／車材燃試） 
５．耐圧性（破壊試験） 
６．電気物性 
７．放熱性 
８．電磁波シールド（電界） 
９．電磁波シールド（磁界） 
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 １．１）温度依存性（非強化PPS：XY方向） 
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※ＧＦ強化、ＣＦ強化品データ取得中 

上記ﾃﾞｰﾀは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

①引張強度 
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※ＧＦ強化、ＣＦ強化品データ取得中 

上記ﾃﾞｰﾀは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

②曲げ強度 

１．１）温度依存性（非強化PPS：XY方向） 
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※ＧＦ強化、ＣＦ強化品データ取得中 
上記ﾃﾞｰﾀは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

③曲げ弾性率 

１．１）温度依存性（非強化PPS：XY方向） 
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２．耐熱性 

従来材料 
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※造形方向：X-Y 

上記ﾃﾞｰﾀは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

トレミル（R)PPS 
非強化 GF強化系  CF強化系 

トレミル（R)PPS 
非強化  GF強化系  CF強化系 
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 ３．線膨張係数 

上記ﾃﾞｰﾀは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

項目 Unit 非強化 
PPS 

GF強化 
PPS(25%) 

CF強化 
PPS(30%) 

線膨張 
係数 

ダンベル方向 
：X方向 

-40～ 
80℃ ×10-5 5.5 3.2 1.0 

80～ 
200℃ ×10-5 8.4 4.3 1.3 

ダンベル方向 
：Y方向 

-40～ 
80℃ ×10-5 5.5 3.9 2.7 

80～ 
200℃ ×10-5 8.6 6.8 4.1 

ダンベル方向 
：Z方向 

-40～ 
80℃ ×10-5 5.6 5.0 2.7 

80～ 
200℃ ×10-5 7.7 10.7 4.1 

【ISO 11359（線熱膨張係数及びガラス転移温度の測定）に準ずる】 



21 

 
【20mm垂直燃焼試験 (IEC60695-11-10 B法, ASTM D3801)】 
 試験片をクランプに垂直に取付け、20mm炎による10秒間接炎を2回行い、その燃焼挙動により 
V-0, V-1,V-2, Notを判定 

４．難燃性(非強化PPS) ＜試験方法：UL94＞ 
 

上記ﾃﾞｰﾀは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

試験片厚み(mm) 結果 
0.49t V-0 
0.68t V-0 
0.95t V-0 
1.75t V-0 
2.26t V-0 

参考）判定基準 
燃焼性分類 

V-0 V-1 V-2 
各試験片の燃焼時間 10秒以下 30秒以下 30秒以下 
5本の合計燃焼時間 50秒以下 250秒以下 250秒以下 
各試験片の燃焼+グローイング時間 30秒以下 60秒以下 60秒以下 
クランプまでの燃焼 なし なし なし 
滴下物による綿着火 なし なし あり 

※ＵＬ規格（ブルーカード）は未取得です 
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上記データは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

対象厚み：１ｍｍ 対象厚み：３ｍｍ 

４．難燃性(GF強化PPS) ＜試験方法：車材燃試＞ 
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 ５．耐圧性（破壊試験） 

【試験条件】 
手動テストポンプ(㈱キョーワ製 T-30ON、最高圧力 30MPa） 
造形物肉厚：2.8ｍｍ（外周φ21.7㎜、内周φ16.1㎜） 

射出グレードの場合、PPS+GF40%：7.0MPa、PPS+GF30%＋ｴﾗｽﾄﾏｰ：12.0MPa 

T管 L管 

特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

破断圧力(MPa) Ｔ管(接合部研磨） Ｌ管(接合部研磨) 
非強化PPS 5.8MPa 5.4MPa 
GF強化PPS 取得中 取得中 
CF強化PPS 取得中 取得中 

加圧 
ポンプ 

水 

シール栓 

試験片 

【圧力破壊試験】  
Ｔ字もしくはＬ字形状の試験片に圧力（水）をかけ、試験片が破壊するときの圧力を測定。 

【実測値】 
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 ６．電気特性 

上記ﾃﾞｰﾀは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

試験方法： IEC 62631-2-1準拠(自動平衡ブリッジ法)  
試料寸法： 80×80×t3(mm)  
試験条件： 周波数；1 MHz  
電極寸法：   主電極径φ36 mm，環状電極内径φ38 mm  
電極材質：   導電性銀ペイント  
状態調節： 23 ℃±2 ℃, 50 %RH±5 %RH×24 h<  
試験環境： 23 ℃±2 ℃，50 %RH±5 %RH  
測定装置： プレシジョンLCRメータ E4980A (アジレント・テクノロジー㈱製)  

項目 Unit 非強化PPS GF強化 
PPS(25%) 

CF強化 
PPS(30%) ※ 

電気抵抗率 Ωcm 2.80×1017 － 1.30×104 

絶縁破壊強度 kV/mm 18.5 － 5.7 

比誘電率（εr） － 3.86 3.86 導電性 

誘電正接（tanδ） － 0.00124 0.00161 導電性 
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 ７．放熱性（GF強化PPS、CF強化20％、30％PPS） 

 3Dプリンターによって0.8、0.9W/m・Kの造形物を造形 
 製品レベルでの熱伝導性を確認できる 

単位 PPS+GF25 PPS+CF20 
※ PPS+CF30 PPS+GF40 

（A504X90） 

熱伝導率（ホットディス法） W/m・K 0.5 0.8 0.9 0.5 

トレミル®PPS 射出グレード 

※CF強化PPSはリサイクル性UP検討中（CF添加量30%→20%） 
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 ８．EMIシールド_電界_0.3k～1.0GHz 

上記データは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 
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 トレミルに電界シールド性が発現 
 造形物作成により製品評価可能 

※CF強化PPSはリサイクル性UP検討中（CF添加量30%→20%） 
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 ９．EMIシールド_磁界_0.3k～1.0GHz 

上記データは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 
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 トレミルに磁界シールド性はない 

トレミル®PPS 

CFプリプレグ 

※CF強化PPSはリサイクル性UP検討中（CF添加量30%→20%） 
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 射出成形材料との比較（PPS樹脂） 

上記ﾃﾞｰﾀは特定条件下で得られた測定値の代表値です。 

項目 単位 
３Dプリンタ造形（X-Y方向） 射出成形 
非強化 
(MIX) 

GF強化 
(MIX) 

CF強化 
(ﾊﾞｰｼﾞﾝ) 非強化 ガラス 

強化 CF強化 

強化材配合率 ％ ー 25 30 ー 30 30 

引張 
強度 MPa 49 65 87 85 155 235 
伸び % 2.2 2.3 1.0 8.0 1.7 1.4 
弾性率 MPa 2.8 2.9 ー ー ー ー 

曲げ 
強度 MPa 63 104 123 140 230 340 
弾性率 GPa 1.8 3.8 8.6 3.9 12.0 27.5 
ひずみ % 3.3 2.4 － － － － 

密度 g/cm3 1.22 － 1.38 1.34 1.57 1.46 
荷重たわみ温度 

(フラットワイズ、1.8MPa) ℃ 123 237 247 105 >260 >260 

難燃性 UL V-0相当 V-0相当 V-0相当 V-0相当 V-0 V-0相当 

線膨張係数 
(-40～200℃) 

X方向 
×10-5/K 7.0 3.8 1.1 6.2 3.0 1.1 

Y方向 
×10-5/K 7.1 5.4 3.4 6.6 3.4 1.9 
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